
 

 

 

 

 

 
 

 

 

＜Ｓ部門高等部２年生が参加！オンラインでのキャリアメンタリング実施報告＞ 

 １１月１７日（水）の午前中、公益財団法人ジュニア・アチーブメント日

本及びゴールドマン・サックス証券株式会社の御協力のもと、オンラインで

のキャリアメンタリング（注１）を実施しました。本校からは、卒業後に企

業就労や大学進学を希望するＳ部門高等部２年生２名が参加しています。自

己紹介タイムではやや緊張気味の様子でしたが、面接指導では事前に作成し

た自己アピールカードに基づいてしっかりと対応することができていまし

た。特に、2 回目の面接練習では、1 回目終了後に担当社員からいただいたアドバイスを受け

止めて、より良い面接対応する姿も見られました。オンライン面接の対応詳細について、積極

的に質問することもできており、終了後は 2 名とも「緊張して疲れた」という感想でしたが、

初めてのオンライン面接指導で多くの学びがあった様子で、充実した表情が印象的でした。 

 コロナ禍という社会状況を鑑み、これまで協力企業の本社ビルで実施していた進路行事の多

くがオンラインでの対応となっています。実際の就職活動や大学進学でもオンライン面接が導

入されてきており、今後も様々なツールの発達とともに、オンラインでの対応が求められる機

会が増える気がしています。今回の経験が進路ニーズ実現に繋がることを願っています。 

※注１：企業社員との交流やカウンセリング・面接指導等を行う中で、自分自身の卒業後の進

路を考え、自立して社会参加していく姿をイメージする機会のこと。 
 

＜シンポジウム開催！日本大学国際関係学部生活科学研究所からのお知らせ＞ 

 日本大学国際関係学部生活科学研究所よりシンポジウム開催の案内が届き

ました。会場は静岡県三島市となりますが、オンラインでの視聴も可能で

す。シンポジウムの詳細は下表１を参照ください。会場参加及びオンライン

視聴のいずれも事前申込みが必要とのことです。興味のある方はぜひ御参加

ください。 

 ＊表１：シンポジウムの詳細について＊ 

日 時 令和３年１２月２日（木）１３：００～１６：５５ 

会 場 
日本大学 国際関係学部 １５号館 １５１２多目的教室 

（静岡県三島市文教町２－３１－１４５） ※ＪＲ三島駅北口から徒歩１０分 

テーマ ２０３０年ＳＤＧｓゴールに向けて ～Ｎｏ．５ ジェンダー～ 

内 容 

【第Ⅰ部】基調講演：「ＵＮＨＣＲの難民支援～ジェンダーの視点から」（５０分） 

研究発表：「観光業にみる感情労働とジェンダー」（３０分） 

     「国際法とジェンダー」（３０分） 

     「社会と家族のジェンダー」（３０分） 

【第Ⅱ部】パネルディスカッション（５０分） 

備 考 

・参加費は無料で、事前申込制（先着順）です。 

・オンラインにて令和３年１２月１０日（金）～２４日（金）まで視聴可能です

（オンライン視聴も、希望者は事前申込が必要）。 

○問合せ・申込み先：日本大学 億歳関係学部 研究事務課 

TEL：０５５－９８０－０８０８、FAX：０５５－９８０－０８７９ 

Mail：ir-kouza3@hihon-u.ac.jp 

都立光明学園校長 田村 康二朗 

担当：支援部進路指導 



＜１２月の出張販売予定について＞ 

 １２月の出張販売予定は下表２のとおりです。児童・生徒の下校後（１５

時５５分～１６時４０分）に販売を行っていますので、その時間に学校にお

立ち寄りの際は、ぜひ経営企画室前の販売スペースに並ぶ各事業所の素敵な

商品を御確認ください。なお、新校舎移転に伴い、年明け１月は出張販売を

実施しませんが、２月からは北校舎での販売を予定しています。現在、2 月の販売開始に向け

て、各事業所との調整を進めています。販売予定が確定しましたら、改めてお知らせします。 

＊表２：１２月の出張販売予定表＊  スペースの関係上、事業所名を短縮して標記しています。 
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

  １  かみよん工房 ２  渋谷まる福 ３  わくわく祖師谷 

６  まもりやま工房 ７  まごの手便 ８ ９  さわやかはーと １０ 

１３ さわやかはーと １４ ワークイン翔 １５ １６ 渋谷まる福 １７ 

２０ さわやかはーと ２１ 下馬福祉工房 ２２ ２３ 終業式 ２４ 開校記念日 

※出張販売を行わない日程は灰色で塗りつぶしています。 
 

＜日本マイクロソフト株式会社社員とのオンラインによる交流会を開催します！＞ 

 第１９号（１０月２０日発行）でお知らせしましたオンラインのＥｘｃｅｌ

講座は、下表３のとおり順調に実施できています。１２月１０日（金）は最終

回を開講する予定です。今年度のオンラインのＥｘｃｅｌ講座、この第４回で

終了となりますが、翌週１７日（金）には、日本マイクロソフト株式会社社員

とのオンライン交流会を実施する予定です。この交流会の内容等は下表３を御

確認ください。今回の交流会は、Ｅｘｃｅｌ講座参加生徒に加えて、B 部門中学部生徒も参加

する予定です。現在、素敵な交流会になるよう、日本マイクロソフト株式会社社員がワークシ

ョップの内容を検討してくれていますので、今から交流会当日が楽しみです。 

 ＊表３：オンラインによるＥｘｃｅｌ講座と交流会について＊ 

Ｅｘｃｅｌ講座 
第１回：１０月１５日（金）、第２回：１１月１２日（金） 

第３回：１１月２６日（金）、第４回：１２月１０日（金） 

交流会 

開催日時 令和３年１２月１７日（金）１０：００～１２：００ 

会 場 本校Ａ棟２階教室（Ａ２０４、Ａ２０５、Ａ２０６） 

内 容 

（予定） 

会社紹介、社内見学、ワークショップ・プレゼンテーショ

ン、記念撮影など 
 

＜福祉サービスの概要説明④！「移動支援」について＞ 

 「移動支援」とは、屋外での移動が困難な人に対してガイドヘルパーが

行う外出の支援サービス（障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業サ

ービスの一つ）です。障害のある人が自分らしい日常生活や社会生活を営

むことができるよう、地域の特性や利用者の状況に応じた柔軟な形態で行

うとされています。そのため、利用対象や利用時間の上限など、地域によ

ってサービス支給の詳細は違いがあるのが現状です。 

 また、移動支援では「社会生活上必要不可欠な外出」と「余暇活動などの社会参加のための

外出」への支援を基本としています。これまで支援対象外とされていた通学・通勤の内、通学

については多くの自治体で支援可能（利用条件あり）となっており、通勤についても支援に向

けた議論・検討が行われている状況です。なお、通院については、別の支援サービス（通院等

介助）があります（一部、移動支援が利用できる条件あり）。 

移動支援の利用に際しては、お住いの自治体から発行された受給者証が必要となります。移

動支援の利用を希望する場合は、まずお住いの自治体の地区担当者もしくは利用契約している

相談支援専門員に問合せ・確認しておくと安心です。その際は、現時点で想定している移動支

援が利用可能かどうかについても御確認ください。 

 



＜重度障害者等への通勤や職場等における支援紹介！厚生労働省からのお知らせ＞ 

 厚生労働省より「令和 3 年度 さらに進める重度障害者等に対する通勤や職場等における支

援について」という YouTube 動画が紹介されています。この動画は、自治体向けに令和３年

４月から地域生活支援促進事業として実施される「雇用施策との連携による重度障害者等就労

支援特別事業」を中心に、重度障害者等の通勤や職場等における支援の事例や事業概要につい

て解説したものです。動画の中では、さいたま市の重度障害者就労支援事業の事例が紹介され

るなど、最新の支援施策の実施フロー（助成金や支援計画など）も確認することができます。

自治体向けの動画ではありますが、興味のある方はぜひ下記ＵＲＬから動画を視聴ください。 

【動画の URL】：https://www.youtube.com/watch?v=ZjkewRKG_gk 
 

＜身だしなみ講座を実施！Ｓ部門高等部２学年からの実践報告＞ 

１１月１９日（金）に、株式会社ファンケル様の御協力をいただき、オンラインにて身だしな

み講座を実施しました。男女に分かれて「身だしなみとは何か」の〇×セルフチェックを行った

後、洗顔、保湿、整髪など、ファンケルの商品を実際に使用しながら練習しました。 

生徒達は、「顔がつるつるになった！」、「肌がきれいだと気分がいいなぁ」等、感想を話して

いました。髪型や肌を整えると、見た目の印象がぐっと良くなり、清潔感が生まれます。学習し

たことを踏まえて、それぞれ初めての進路実習に臨みます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜施設でのコロナ感染対策事例集の紹介！東京都福祉保健局からのお知らせ＞ 

 東京都福祉保健局より高齢者施設・障害者施設向けの感染対策事例集の紹

介です。この度、東京 iCDC 専門家ボードの感染制御チームでは、これまで

の感染対策支援チームのクラスター発生施設への支援事例などから、感染対

策事例集を作成したとのことです。高齢者施設・障害者施設では、感染症が

ひとたび発生すると集団発生となる例も多く、入所者も高齢者をはじめ、重

症化するリスクが高い方も多いことから、日頃からの感染対策や施設体制の

整備に取り組んでいく必要があります。この事例集では、誤った感染対策事例に、正しい対策方

法・解説を加えて、イラストを用いて分かりやすく紹介しています。この事例集は、東京都福祉

保健局の WEB サイトからダウンロードできますので、興味のある方はぜひ検索ください。 
 

＜令和４年度の受講生募集！東京都重度身体障害者在宅パソコン講習について＞ 

 第２３号（１１月１７日発行）に掲載していますように、今月２日（木）に

本講習の説明会が開催されました。会場及びオンラインでの説明会実施とな

り、次年度の受講生募集の内容が示されています。募集概要は下表４を御確認

ください。本講習は、在宅にいながら２年間で就労に必要な技術を学び、終了

後のテレワーク就労を目指すものです。興味のある方は、本講習を開講してい

ます社会福祉法人東京コロニーのホームページからも情報を収集いただけますと幸いです。 

 ＊表４：受講生募集の概要＊ 

講習期間 ２年間（２０２２年４月から２０２４年３月まで） 

講習方法 

・年間の講習スケジュールとテキストに従って、在宅で学習を行います。 

・インターネット上の講習システムを使用して、学習報告・質問・課題提出など

を行います。 

・自宅への訪問指導やスクーリングもあります（状況に応じて、Ｗｅｂ会議を利



用しオンラインで実施することもあります）。 

申込資格 

・東京都内に住所を有する方 

・外出が困難で一般の教育・訓練・就労の機会が得にくい方 

・身体障害者手帳を有する方 

・在宅で週４日以上、１日概ね４～６時間程度の学習時間が確保できる方 

・高校卒業程度の学力を有する方（詳細は御相談ください） 

申込締切 ２０２１年１２月１５日（水） 

その他 

・以下のＵＲＬから募集要項を参照することができます。 

https://www.tocolo.or.jp/syokunou/kyoiku/doc/youkou_2021.pdf 

・社会福祉法人東京コロニーのホームページからは、本講習修了生の就労事例も

確認することができます。 
 

＜進路指導の情報報告④！Ｂ部門高等部「選択科目履修」について＞ 

 今回は、Ｂ部門高等部２年の選択科目履修について御報告しま

す。高３になると全員、３０単位中２３単位が選択した教科・科目

を学習することになります。高２の生徒は全員、来年度の履修に向

け１０月ごろから検討を始めました。卒業後の進路や自分の興味関

心、そして光明学園での最後の１年で何を学ぶかを真剣に考え、担

任との面談を経て先日、履修科目の希望を提出することができまし

た。自分の進路希望に照らし合わせながら、「自己選択・自己決定」

できたことは卒業後の進路に向けたステップアップにつながること

と思います。 
 

＜オンライン研究所公開を開催！国立特別支援教育総合研究所からのお知らせ＞ 

 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（以下、研究所）より、創立５０

周年を記念して、研究所ホームページでの動画配信によるオンライン研究所公

開「子どもとともに～みんなの笑顔につながる特別支援教育～」を開催すると

のお知らせが届きました。詳細は下表５を御確認ください。すでに動画配信が

始まっていますので、興味のある方はぜひ御視聴（申込不要）ください。 

 ＊表５：オンライン研究所公開について＊ 

配信期間 令和３年１２月 ３日（金）～令和４年 １月３１日（月） 

内 容 研究所の取り組み紹介、障害種毎の取り組み紹介、ボッチャ遠隔対戦 など 

アクセス方法 

①【研究所ホームページよりアクセス】 

右ＱＲコードもしくは下記ＵＲＬよりホームページにアクセスし、

下にスクロール後、「研究所公開」のアイコンを選択ください。 

 

②【ＬＩＮＥからアクセス】 

右ＱＲコードから研究所公式アカウントにアクセスし、友だち登録

後、イベントのバナーを選択ください。 

○問合せ先：独立行政法人 国立特別支援教育総合研究所 

URL：https://www.nise.go.jp/nc/ 
 

＜学習会開催！東京都手をつなぐ育成会からのお知らせ＞ 

 社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会より、学習会「保護者、支援者のための普段づかいの

関わり方のコツ～特別支援学校に通う子どもたちの理解と笑顔のために～」開催の案内が届き

ました。学習会の詳細は裏面表６を御確認ください。この学習会は、オンデマンド配信（受講

料は無料）となるため、事前に視聴申込みが必要です。視聴を希望される場合は、裏面表内の

ＱＲコードもしくは専用フォームより申込みください。 

 



 ＊表６：学習会の詳細＊ 

期  間 令和４年 １月２１日（金）９：００～ ２月 ４日（金）１７：００ 

内  容 オンデマンド配信：配信期間２週間 

講  師 川上 康則 氏（東京都立矢口特別支援学校 主任教諭） 

受講対象 東京都手をつなぐ親の会会員、知的障害特別支援学校ＰＴＡ、地域関係者、支援者 

申込方法 以下の専用フォームもしくは右ＱＲコードより申込みください 

申込期限 令和４年 １月１７日（月）１７：００までに申込みください。 

その他 

・受講時は、動画の録画・録音は御遠慮ください。 

・申込みの際にいただいた連絡先は、個人情報に留意し、学習会終了後、速やかに

廃棄します。 

・前日までに参加ＵＲＬをメールします。届いていない場合は、事務局まで御連絡

ください。 

○問合せ先：社会福祉法人 東京都手をつなぐ育成会 事務局（担当：山﨑） 

TEL：０３－５３８９－２６００、FAX：０３－５３８９－４０９０ 

      Mail：yamasaki@ikuseikai-tky.or.jp 


